
2月14日で市長就任丸2年 

      

定住・移住促進は重要テーマ 

 「暮らし」の質を高めて市内での「好循環」を生み出していきたい 

長期総合計画後期基本計画・地方版総合戦略を確実に

実行し、市民とともに地方創生につなげたい 

点を結んで線にし、それをつないで面にする 

➢住まいを選ぶときの候補地に（移住促進⇒転入増） 
➢糸島の若者が市内に留まる（市内定着⇒転出抑制） 

➢個々の魅力をつなぎ、融合させて「暮らし」の質を高める。
（糸島の暮らしそのものの評価を高める） 

市内での「好循環」を生み出す 

➢健康づくり、介護予防、地域の見守り、
支え合い、防犯・防災、子育て支援な
どが融合⇒暮らしやすさや安心感が 
向上⇒移住・定住・出生増 

「糸島暮らし」の質を高めるこれまでの主な取組 

【直接住宅購入につながるもの】 
◎マイホーム取得奨励金創設や優遇金利適用 
◎トライアルステイ制度による糸島移住体験 
◎前原東土地区画整理事業への補助 長期的にはたくさんの子どもが生まれることによる

自然増を目指す必要がある 

任期の折り返し 

【仕事づくりにつながるもの】 
◎企業誘致（ピュール、正晃、ベビーフレンドなど） 
◎ふるさとテレワーク 
◎がんばる中小企業者応援、農商工連携補助 
◎新規就農支援・定着事業、森林再生プロジェクト 
◎東京事務所サービスによる首都圏等でのプロモーション 
◎福岡銀行・FFGとの連携（糸島フェアや商談会開催） 

【子育て世代の定住につながるもの】 
◎放課後児童クラブの開所時間延長及び対象学年拡大 
◎九州大学留学生等を招いて、小学校1～4年生の英語を充実 
◎九州大学学生による小学生向け授業「九大寺子屋」 
◎小中学校普通教室へのエアコン整備 
◎糸島市子育て世代応援サイト“いとネット”開設 

【暮らしやすさ・安心感アップにつながるもの】 
◎中央ルート・前原駅南停車場線等の整備 
◎新駅、筑前深江駅及び波多江駅周辺整備 
◎渡船ひめしま新船建造 
◎消防・救急無線デジタル化 
◎地域包括ケアシステムの構築 
◎小学校区単位の健康づくり推進 
◎運動公園等整備事業（PFI導入検討調査） 

➢郷土愛の醸成⇒地元定着⇒地域コミュニティ維持⇒地域行事の活発
化・伝統文化の継承⇒地域の魅力がさらに向上 

➢市内消費増（買い支え）⇒市内事業
者業績向上⇒市内での仕事創出・賃金
アップ⇒税収増 

（例） 

「九大寺子屋」の様子 

「トライアルステイ」体験者との懇談 


